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７．生産販売・経営成果表（１０ａ当たり、１頭（1000羽）当たり）

［生産販売］ 金額：円

販売量 A 2,850 3,000 2,670 2,975 3,334
市場単価 B 230 285 334 290 391
単位 1Kg 1Kg 1Kg 1Kg 1Kg
主産物　　　　　 C：A＊B 655,569 854,915 891,780 862,750 1,303,438
補填金等 D      
副産物・作業受託料等 E      
計 F：C＋D+E 655,569 854,915 891,780 862,750 1,303,438
（販売経費差引） G：F-R 411,726 580,967 634,205 589,496 961,894
手取単価 G／A 144 194 238 198 289

種苗費 7,488 7,488 7,488 8,142 9,448
肥料費 47,337 47,943 49,261 53,213 53,021
素畜・種付費      
飼料費      
農業薬剤・診療衛生費 44,978 45,757 46,146 47,880 55,838
動力光熱費 12,230 12,230 12,230 12,230 10,918
諸材料費 ・敷料費 50,876 50,876 50,876 50,876 35,376
小農具費・作業衣料費 2,389 2,389 2,389 2,389 2,389
賃借料・料金      
物件税 ・公課諸負担 9,245 9,245 9,245 9,245 9,245
保険共済費 2,262 2,262 2,262 2,262 1,218
土地改良・水利費      
修繕費 18,755 23,578 24,114 24,114 23,221
減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) 54,845 68,948 70,515 70,515 67,904
生産管理費 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000
物財費計 255,405 275,716 279,526 285,867 273,577
労働費 I 217,500 220,625 225,625 218,125 250,625
費用計 J 472,905 496,341 505,151 503,992 524,202
副産物価額差引生産費 K:J-E 472,905 496,341 505,151 503,992 524,202
支払利子 L 4,662 5,860 5,994 5,994 5,772
支払地代 M 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

N:K+L+M 479,567 504,202 513,145 511,985 531,974
自己資本利子 O 2,090 2,137 2,173 2,167 2,281
自作地地代 P 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

Q:N+O+P 489,657 514,339 523,318 522,152 542,256
選果出荷経費 112,302 118,188 105,198 117,215 131,344
運賃 62,707 65,993 58,740 65,450 73,339
手数料 68,835 89,766 93,637 90,589 136,861
計 R 243,843 273,948 257,575 273,254 341,544

26,379 33,163 33,916 33,916 32,660

28,466 35,786 36,599 36,599 35,244
　大動物      

　家族労働見積費 S：T＊1,250円 216,542 203,075 217,388 216,371 241,776
　雇用労働費 U*1250円 958 17,550 8,237 1,754 8,849
　労働費計 I 217,500 220,625 225,625 218,125 250,625
　家族労働時間 T 173 162 174 173 193
　雇用労働時間 U 1 14 7 1 7
　労働時間計 V 174 177 181 175 201

W：N－S+R+E 506,868 575,074 553,331 568,867 631,742
X：F－W 148,701 279,840 338,449 293,883 671,695

X/G 36 48 53 50 70
X/T*8時間 6,867 13,780 15,569 13,582 27,782
Y:X-O-P 138,611 269,703 328,276 283,715 661,414

Y/T*8時間 6,401 13,281 15,101 13,112 27,356
Q/A 172 171 196 176 163

(Q+R)/A 257 263 292 267 265
V 174 177 181 175 201

　建物・施設 29,879 37,563 38,416 38,416 36,993
　農機具 53,682 67,486 69,020 69,020 66,463
　大動物 0 0 0 0 0
　合計 83,561 105,048 107,436 107,436 103,457

　農機具(50%償却済)

不知火
ドローン防除

極早生温州
ドローン防除

早生温州
ドローン防除

させぼ温州
ドローン防除

普通・高糖度系温州

ドローン防除
項　目　／　品目名

減価償却

内訳

【参考】[法定耐用年数に基づく(償却率100%)減価償却内訳]

支払利子･支払地代算入生産費

全算入生産費

農業所得率

農業所得

労働時間

単位当たり生産販売費

農業経営費（販売経費を含む）

１日当たり家族労働報酬

［減価償却費内訳］

家族労働報酬

１日当たり農業所得

全

　

算

　

入

　

生

　

産

　

費

単位当たり全算入生産費

主産物

販売金額

農業総収入

農業粗収益

物

財

費費

用

［費用］

支

払

利

子

･

支

払

地

代

算

入

生

産

費

［労働費及び労働時間内訳］

［経営成果］

労働時間

内訳

減価償却

内訳

H

販売経費

労働費内訳

　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済)
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１．技術体系の特徴

人 ａ

経営耕地面積

1 千円 4 円

2 千円 5 時間

3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有

割 合

耐 用

年 数

千円

1 1 14

1 1 14

1 1 14

2 1 14

1 1 14

4 1 7
4 1 25
1 1 24

1 1 24

1 1 5

1 1 4

1 1 4

1 1 7

3 1 7

1 1 7

1 1 7

1 1 7

5 1 7

4 1 7

1 1 7

4 1 7

1 1 7

1 1 7

2 1 7

1 1 7

1,914 137

260

3,119

1,378

M6.0×4Ｒ×42.5m

中晩柑無加温ハウス（連棟標準補強型AP）

M6.0×4Ｒ×42.5m

M6.0×4Ｒ×42.5m

1.9ｋL

軽量鉄骨

軽量鉄骨

23,100１日当たり農業所得

1.ハウスみかんとハウス中晩柑を組み合

わせたかんきつ専業経営

2.６月出荷型は、ヒートポンプ導入による

組み合わせで動力光熱費を抑制。

3.グリーンハウス作型は、需要期である８

月出荷型

4.無加温越冬完熟栽培は、夏期にマルチ

被覆、秋期以降に天井ビニール被覆

5.加温不知火は１月下旬に加温し、後期肥

大及び寒害防止のため10月下旬に再被

覆して１２月に出荷

6.加温せとかは2月下旬に加温し、後期肥

大及び寒害防止のため10月下旬に再被

覆して２月に出荷

経営目標 1,060

M6.0×4Ｒ×42.5m

7,651

合計 60

不知火（加温）

ハウスみかん（グリーン）

建

物

・

施

設

計

20,843 744

M6.0×4Ｒ×42.5m 9,043 323

74,787

389 49

192 14

130

6,238
55

品目・栽培型及び規模

10

ハウスみかん（6月出荷型）

ハウスみかん（無加温越冬完熟） 10

不知火（無加温）

10

10

貯蔵庫33㎡

加温ハウス（連棟標準補強型AP）

ｸﾞﾘｰﾝハウス（連棟標準補強型AP）

無加温（連棟標準補強型AP）

作業収納舎66㎡

重油タンク

防油堤

中晩柑加温ハウス（連棟標準補強型AP）

2,801

農

機

具

ｺﾝﾃﾅﾀﾞﾝﾊﾟ・ﾎﾞｯｸｽ付昇降機

ドラム式

排気量20.６㏄

0.35ｔ積み、4WD

2ｔ積み

選果機の付属装置

動噴

刈払い機

トラック（軽）

トラック（普通）

選果機

せん定枝粉砕機 6.3ｋｗ、1.7㎥/ｈ

小型運搬車 3kw、リフトダンプ付き

22L/min

換気扇

側換気（自動）

想定した経営類型  かんきつ専業経営Ⅳ（ハウス、動噴防除体系）

9,842 352

せとか（加温） 10

農業総収入 24,184

農業所得

種類・規模 型式・構造・能力

経営・技術の特徴

かんきつ

専業

ﾊｳｽ60ａ

（動噴防除

体系） 2.5

10

１人当たり年間労働時間農業経営費 16,533

年 間

償却額
取得価格

400

千円

11,205

経営類型

11,205

家族

労働力

225

循環扇 1,190 85

ヒートポンプ 2,380 170

3,149

400

1,500 188

3,500 350

602 43

585

102 7

349 25

42

樹園地 60a

3,828 273

温風機（無加温） ﾀﾞｸﾄﾋｰﾀｰ用 227 16

計 22,414 1,802

暖房機（不知火、せとか） 100,000kcal（40タイプ)多段サーモ含む

592 42

暖房機（ハウスみかん） 125,000kcal（50タイプ)多段サーモ含む 2,175 155

暖房機（グリーン） 75,000kcal（50タイプ)多段サーモ含む 1,653 118
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３－１．技術体系（ハウスみかん：６月出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

収穫

後
ﾄﾗｯｸ 1 32 32

・密植園では間伐を行い、独立樹とする。

・強せん定を避け、立ち枝を除き、樹幹内部

の日当たりを良くする。

・秋枝の発生を抑制するため、フィガロン乳

剤またはターム水溶剤を8/下～9/上旬に

散布する。

堆肥、

土壌改

良資材

施用

７/中

～下
2 4 8

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

客土 10月 2 6 12
山土

　20t／5年

草生管

理

敷わら

草刈り

２～

10月
1 5 5

稲わら　　1t ・開花前に稲わらを樹間に敷き、表面をマル

チする。

・早めに除草する。

加温前
10/下 1 2 2

収穫直

後
７/上 1 2 2

防除
薬剤散

布

１～

12月
動噴 2 23.5 47

1回の散布量

　300～500L

・高温時の散布は避け、できるだけ晴天時

の午前中に散布する。

・散布後は換気を十分に行い、薬害の発生

を防ぐ。

・ハウス内では、薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。

・農薬の安全使用基準を遵守する。

粗摘果

１/下

～

２/上

1 25 25

仕上げ

摘果

３/上

～

中

1 25 25

枝つり 枝つり
２～３

月
1 45 45

誘引ひも ・樹冠内の結果部位に光が当たるよう、摘

果と並行して、枝つりを早めに行う。

使用資材 技術の重要事項

土壌改

良

・土壌改良資材は土壌診断の結果に基づ

いて施用する。

・４～５年に１回を目標に客土を行い、樹勢

の維持に努める。運搬車

作業の

種類

栽培技術 作業体系

運搬車

配合肥料

(N：10%)2０0kg

・施肥量は、土質、樹勢、収量等によって調

整する。

・施肥後、かん水する。

・年間の施肥割合

    加温前    40％

    収穫直後  60％

摘果

摘果ノギス ・着果過多樹は満開30～40日後の粗摘果

に重点をおき、肥大を促す。

・着果の少ない樹は満開50～60日後の仕

上げ摘果で群着果した部分の小玉果を除

去する程度とする。

・最終葉果比

　　樹の上部：  5～10

　　　　　中部：10～15

      　  下部：15～20

・果実の時期別肥大予測値を目安に、MS

級を残すようにする。

施肥
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３－１．技術体系（ハウスみかん：６月出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

収穫

後
ﾄﾗｯｸ 1 32 32

・密植園では間伐を行い、独立樹とする。

・強せん定を避け、立ち枝を除き、樹幹内部

の日当たりを良くする。

・秋枝の発生を抑制するため、フィガロン乳

剤またはターム水溶剤を8/下～9/上旬に

散布する。

堆肥、

土壌改

良資材

施用

７/中

～下
2 4 8

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

客土 10月 2 6 12
山土

　20t／5年

草生管

理

敷わら

草刈り

２～

10月
1 5 5

稲わら　　1t ・開花前に稲わらを樹間に敷き、表面をマル

チする。

・早めに除草する。

加温前
10/下 1 2 2

収穫直

後
７/上 1 2 2

防除
薬剤散

布

１～

12月
動噴 2 23.5 47

1回の散布量

　300～500L

・高温時の散布は避け、できるだけ晴天時

の午前中に散布する。

・散布後は換気を十分に行い、薬害の発生

を防ぐ。

・ハウス内では、薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。

・農薬の安全使用基準を遵守する。

粗摘果

１/下

～

２/上

1 25 25

仕上げ

摘果

３/上

～

中

1 25 25

枝つり 枝つり
２～３

月
1 45 45

誘引ひも ・樹冠内の結果部位に光が当たるよう、摘

果と並行して、枝つりを早めに行う。

使用資材 技術の重要事項

土壌改

良

・土壌改良資材は土壌診断の結果に基づ

いて施用する。

・４～５年に１回を目標に客土を行い、樹勢

の維持に努める。運搬車

作業の

種類

栽培技術 作業体系

運搬車

配合肥料

(N：10%)2０0kg

・施肥量は、土質、樹勢、収量等によって調

整する。

・施肥後、かん水する。

・年間の施肥割合

    加温前    40％

    収穫直後  60％

摘果

摘果ノギス ・着果過多樹は満開30～40日後の粗摘果

に重点をおき、肥大を促す。

・着果の少ない樹は満開50～60日後の仕

上げ摘果で群着果した部分の小玉果を除

去する程度とする。

・最終葉果比

　　樹の上部：  5～10

　　　　　中部：10～15

      　  下部：15～20

・果実の時期別肥大予測値を目安に、MS

級を残すようにする。

施肥
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３－１．技術体系（ハウスみかん：６月出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

使用資材 技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

収穫

出荷

収穫

選果

出荷

6/中

～下
ﾄﾗｯｸ 2 90 180

コンテナ ・収穫可能果実が70％に達してから収穫を

始め、収穫開始から20日以内に終了する。

・収穫は午前中に行い、果実が傷まないよ

う細心の注意をする。

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
11/上 6 8 48

内ｶｰﾃﾝ

被覆
11/中 2 8 16

内ｶｰﾃﾝ

除去
６/上 2 3 6

防虫ﾈｯ

ﾄ被覆
６/上 2 8 16

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
８/上 2 5 10

防虫ﾈｯ

ﾄ除去
８/上 2 5 10

温度管

理

加温

換気

11/中

～

４/中

11/中

～

７月

ﾋｰﾄﾎﾟﾝ

ﾌﾟ+重

油加温

機

換気扇

谷、

ｻｲﾄﾞ

換気

装置
1 62 62

A重油　9.9ｋｌ

電気使用料

609千円

・枝挿し等で着花確認を行ってから加温を

開始する。

・自然夜温より10℃程度高めの温度で加温

開始する。

・発芽時：高温管理により発芽を促す。

夜温23～24℃、昼温28℃

・出蕾後：昼夜温を下げて花を充実させる。

夜温16～17℃、昼温21～22℃

・加温後開花までの日数が35～40日となる

よう温度で調整する。

夜温18～22℃、昼温23～25℃

・果径30mm頃より高温管理でｽﾄﾚｽをかけ

る。

夜温24℃、昼温28～30℃

・収穫前の温湿度が高く、着色遅延や浮皮

の発生が懸念される場合は、ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟの冷

房除湿機能を活用する。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

内ｶｰﾃﾝ

(0.075mm)：

7.0×42m　8本

3年間使用

保温資材

2.7×150m

防虫ﾈｯﾄ

2.7 ×150m

3年間使用

・加温予定日間近に被覆する。

・保温性のある資材の多重被覆により重油

使用量を削減し低コスト化を図る。

・ｻｲﾄﾞﾋﾞﾆｰﾙ解放後、ｻｲﾄﾞに防虫ﾈｯﾄを張

る。

・外ﾌｨﾙﾑは夏枝が緑化後、巻き上げる。

・ハウス外周へのシートの被覆はｽﾘｯﾌﾟｽ忌

避効果がある。

・晴天時は内カーテンを巻き上げて日光を

取り込み、光合成を促進させる。
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３－１．技術体系（ハウスみかん：６月出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

使用資材 技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

かん水

被覆

期間

中

地上灌

水施設

葉水
発芽

前

樹上灌

水施設

その他

作業道

排水溝

防風垣

他

１～

12月
1 20 20

計 591

加温前後：100t/10a程度

　加温～出蕾：20～30t/7日

　開花～落弁：10～15t/7日

果実径30mmまで：　15～20t/7日

果実径30mm以降：節水管理

　                      3～ 5t /7日

収穫後： 100t/10a程度

・節水期間中の果実肥大は１日当たり0.2～

0.3mmを目安とし、極端に乾燥させないよう

注意する。

水管理 1 20 20
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３－１．技術体系（ハウスみかん：６月出荷型）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

使用資材 技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

かん水

被覆

期間

中

地上灌

水施設

葉水
発芽

前

樹上灌

水施設

その他

作業道

排水溝

防風垣

他

１～

12月
1 20 20

計 591

加温前後：100t/10a程度

　加温～出蕾：20～30t/7日

　開花～落弁：10～15t/7日

果実径30mmまで：　15～20t/7日

果実径30mm以降：節水管理

　                      3～ 5t /7日

収穫後： 100t/10a程度

・節水期間中の果実肥大は１日当たり0.2～

0.3mmを目安とし、極端に乾燥させないよう

注意する。

水管理 1 20 20
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３－２．技術体系（ハウスみかん：グリーン）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

収穫

後
ﾄﾗｯｸ 1 32 32

・密植園では間伐を行い、独立樹とする。

・強せん定を避け、立ち枝を除き、樹幹内部

の日当たりを良くする。

・秋枝の発生を抑制するため、フィガロン乳

剤またはターム水溶剤をを9/上～中旬に散

布する。

堆肥、

土壌改

良資材

施用

９/下 2 4 8

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

客土 10月 2 6 12
山土

　20t／5年

草生管

理

敷わら

草刈り

1～12

月
1 5 5

稲わら　　1t ・開花前に稲わらを樹間に敷き、表面をマル

チする。

・早めに除草する。

加温前
12/上 1 2 2

収穫直

後
８/中 1 2 2

防除
薬剤散

布

１～

12月
動噴 2 15 30

1回の散布量

　300～500L

・高温時の散布は避け、できるだけ晴天時

の午前中に散布する。

・散布後は換気を十分に行い、薬害の発生

を防ぐ。

・ハウス内では、薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。

・農薬の安全使用基準を遵守する。

粗摘果

３/下

～

４/上

1 25 25

仕上げ

摘果

４/下

～

５/上

1 25 25

枝つり 枝つり
４～５

月
1 45 45

誘引ひも ・樹冠内の結果部位に光が当たるよう、摘

果と並行して、枝つりを早めに行う。

収穫

出荷

収穫

選果

出荷

７/下

～

８/中

ﾄﾗｯｸ 2 80 160

コンテナ ・収穫は午前中に行い、果実が傷まないよ

う細心の注意をする。

摘果

摘果ノギス ・満開後150日前後から出荷で生育期間が

短いため、小玉果がないよう満開30～40日

後の粗摘果に重点をおき、肥大を促す。

・満開50～60日後の仕上げ摘果で群着果

した部分の小玉果を除去する程度とする。

・最終葉果比

　　樹の上部：  5～10

           中部： 10～15

      　   下部： 15～20

施肥 運搬車

配合肥料

(N：10%)180kg

・施肥量は、土質、樹勢、収量等によって調

整する。

・施肥後、かん水する。

・年間の施肥割合

    加温前    40％

    収穫直後  60％

使用資材 技術の重要事項

土壌改

良

・土壌改良資材は土壌診断の結果に基づ

いて施用する。

・４～５年に１回を目標に客土を行い、樹勢

の維持に努める。運搬車

作業の

種類

栽培技術 作業体系
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３－２．技術体系（ハウスみかん：グリーン）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

使用資材 技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
12/下 6 8 48

内ｶｰﾃﾝ

被覆
１/上 2 8 16

内ｶｰﾃﾝ

除去
６/中 2 3 6

防虫ﾈｯ

ﾄ被覆
６/中 2 8 16

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
９/上 2 5 10

防虫ﾈｯ

ﾄ除去
９/上 2 5 10

温度管

理

加温

換気

１/上

～

６/上

重油加

温機

換気扇

谷、

ｻｲﾄﾞ

換気

装置

1 42 42

A重油6.5ｋｌ ・発芽時：高温管理により発芽を促す。

夜温20～24℃、昼温27～30℃

・出蕾後：昼夜温を下げて花を充実させる。

夜温17℃、昼温22℃

・加温後開花までの日数が35～40日となる

よう温度で調整する。

夜温18～20℃、昼温23～25℃

・果径30mm頃より高温管理でｽﾄﾚｽをかけ

る。

夜温22～23℃、昼温28～30℃

かん水

被覆

期間

中

地上灌

水施設

葉水
発芽

前

樹上灌

水施設

その他

作業道

排水溝

防風垣

他

１～

12月
1 20 20

計 530

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

内ｶｰﾃﾝ

(0.075mm)：

7.0×42m　4本

3年間使用

防虫ﾈｯﾄ

2.7 ×150m

3年間使用

・保温性のある資材の多重被覆により重油

使用量を削減し低コスト化を図る。

・ｻｲﾄﾞﾋﾞﾆｰﾙ解放後、ｻｲﾄﾞに防虫ﾈｯﾄを張

る。

・外ﾌｨﾙﾑは夏枝が緑化後、巻き上げる。

・ハウス外周へのシートの被覆はｽﾘｯﾌﾟｽ忌

避効果がある。

加温前後：100t/10a程度

　加温～出蕾：20～30t/7日

　開花～落弁：10～15t/7日

果実径30mmまで：　15～20t/7日

果実径30mm以降：節水管理

　                          3～ 5t /7日

収穫後： 100t/10a程度

・節水期間中の果実肥大は１日当たり0.2～

0.3mmを目安とし、極端に乾燥させないよう

注意する。

水管理 1 16 16
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３－２．技術体系（ハウスみかん：グリーン）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

使用資材 技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
12/下 6 8 48

内ｶｰﾃﾝ

被覆
１/上 2 8 16

内ｶｰﾃﾝ

除去
６/中 2 3 6

防虫ﾈｯ

ﾄ被覆
６/中 2 8 16

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
９/上 2 5 10

防虫ﾈｯ

ﾄ除去
９/上 2 5 10

温度管

理

加温

換気

１/上

～

６/上

重油加

温機

換気扇

谷、

ｻｲﾄﾞ

換気

装置

1 42 42

A重油6.5ｋｌ ・発芽時：高温管理により発芽を促す。

夜温20～24℃、昼温27～30℃

・出蕾後：昼夜温を下げて花を充実させる。

夜温17℃、昼温22℃

・加温後開花までの日数が35～40日となる

よう温度で調整する。

夜温18～20℃、昼温23～25℃

・果径30mm頃より高温管理でｽﾄﾚｽをかけ

る。

夜温22～23℃、昼温28～30℃

かん水

被覆

期間

中

地上灌

水施設

葉水
発芽

前

樹上灌

水施設

その他

作業道

排水溝

防風垣

他

１～

12月
1 20 20

計 530

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

内ｶｰﾃﾝ

(0.075mm)：

7.0×42m　4本

3年間使用

防虫ﾈｯﾄ

2.7 ×150m

3年間使用

・保温性のある資材の多重被覆により重油

使用量を削減し低コスト化を図る。

・ｻｲﾄﾞﾋﾞﾆｰﾙ解放後、ｻｲﾄﾞに防虫ﾈｯﾄを張

る。

・外ﾌｨﾙﾑは夏枝が緑化後、巻き上げる。

・ハウス外周へのシートの被覆はｽﾘｯﾌﾟｽ忌

避効果がある。

加温前後：100t/10a程度

　加温～出蕾：20～30t/7日

　開花～落弁：10～15t/7日

果実径30mmまで：　15～20t/7日

果実径30mm以降：節水管理

　                          3～ 5t /7日

収穫後： 100t/10a程度

・節水期間中の果実肥大は１日当たり0.2～

0.3mmを目安とし、極端に乾燥させないよう

注意する。

水管理 1 16 16
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３－３．技術体系（ハウスみかん：無加温越冬完熟）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

3～4

月
ﾄﾗｯｸ 1 16 16

・密植園では間伐を行い、独立樹とする。

・強せん定を避け、立ち枝を除き、樹幹内部

の日当たりを良くする。

土壌改

良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

客土

2～3

月
運搬車 2 10 20

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

山土

　20t／5年

・土壌改良資材は土壌診断の結果に基づ

いて施用する。

・４～５年に１回を目標に客土を行い、樹勢

の維持に努める。

草刈り

４月

８月

９月

刈払機 1 4 4

除草剤

散布

５～６

月
動噴 2 2 4

被覆

準備
５月 2 3 6

・巻き上げ装置にマルチを取り付け、株元に

巻き上げておく。

被覆 ７/中 1 0.5 0.5

除去 10/下 2 0.5 1

施肥

春肥

夏肥

３/中

５/上 運搬車 1 2 2

配合肥料

(N：10%)200kg

・ 肥料の種類、施肥量は土壌条件、樹勢な

どにより調整する。

・ 年間の窒素施肥割合

　　　春肥   　60％

　　　夏肥     40％

・ 隔年結果を防止するためにも肥料は適量

施用する。

防除
薬剤散

布

１～

12月
動噴 2 19 38

1回の散布量

　500～700L

・高温時の散布は避け、できるだけ晴天時

の午前中に散布する。

・散布後は換気を十分に行い、薬害の発生

を防ぐ。

・ハウス内では、薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。

・農薬の安全使用基準を遵守する。

・浮皮軽減対策として、ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ1～3.3ppmと

ｼﾞｬｽﾓﾒｰﾄ液剤2,000倍を混用散布する（収

穫45日前まで）。

・梅雨明け7～10日後、土壌がある程度乾

燥してから被覆する。

・過乾燥になった場合は、適宜灌水する。

使用資材 技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

草生管

理

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

マルチ 運搬車

透湿性ﾌｨﾙﾑ

2×100m  4本

 (5年償却）

堆肥袋

（5kg入)

 200個
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３－３．技術体系（ハウスみかん：無加温越冬完熟）
（10ａ当たり人、時間）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

使用資材 技術の重要事項
作業
の
種類

栽培技術 作業体系

粗摘果
６/下
～
７/上

1 15 15

仕上げ
摘果

８/中
～
８/下

1 15 15

樹上
選果

９/中
～
９/下

1 10 10

枝つり 枝つり
８～
10月

1 30 30
誘引ひも ・樹冠内の結果部位に光が当たるよう、

摘果と並行して、枝つりを早めに行う。

収穫
出荷

収穫
選果
出荷

２月 ﾄﾗｯｸ 2 29 58

コンテナ ・収穫は午前中に行い、果実が傷まな
いよう細心の注意をする。

外ﾌｨﾙﾑ
被覆

10/下 6 8 48

外ﾌｨﾙﾑ
巻上げ

４/上 2 10 20

換気 10～
11月

谷、
ｻｲﾄﾞ
換気
装置

1 4 4

保温
1～2
月

温風
機

1 1 1

・雪害による施設の倒伏に注意する。
・寒害による大玉果のス上がり、結露に
よる浮皮や腐敗に注意する。
・最低気温が極端に下がる時は温風機
を使用し、保温する。

水管
理

かん水
被覆
期間
中

地上
灌水
施設

1 10 10

・成熟期以降のかん水は、浮皮にならな
いよう節水管理とする。
・品質の時期別目標値は摘果の項を参
照。

ﾌｨﾙﾑ
等被
覆管
理

外ﾌｨﾙﾑ
(0.1mm)：
7.0×45m　4本
ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ
(0.1mm)：
2.7×42m　4本

・台風に注意する。
・ハダニが発生しやすいので、発生初期
に防除する。
・ハウス外周へのシートの被覆はｽﾘｯﾌﾟ
ｽ忌避効果がある。
・防鳥対策に努める。

摘果

摘果ノギス

温度
管理

・早期摘果により果実肥大を促進し、果
こう枝の細い下向きの果実を残すよう努
める。
・時期別摘果の目安として、摘果ノギス
を利用する。
・時期別摘果目標値
（原口・宮川早生　単位：mm）
 月/日   M以上  L以下  糖度　酸含量
  7/20    　37 　   44         -       -
      30      40       47       　　8.0    4.00
  8/10      42      50        8.4    3.50
       20      46      54        8.8    3.10
      30      49      58        9.4    2.80
  9/10      52      61        9.9    2.50
　　 20      54      64       10.3    2.10
     30       56      66       10.7    1.70
10/ 10      58      69       11.3    1.40
      20      59      70       11.8     1.30
      30       61      71       12.2    1.10
11/ 10      62      73       12.5    1.00
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３－３．技術体系（ハウスみかん：無加温越冬完熟）
（10ａ当たり人、時間）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

使用資材 技術の重要事項
作業
の
種類

栽培技術 作業体系

粗摘果
６/下
～
７/上

1 15 15

仕上げ
摘果

８/中
～
８/下

1 15 15

樹上
選果

９/中
～
９/下

1 10 10

枝つり 枝つり
８～
10月

1 30 30
誘引ひも ・樹冠内の結果部位に光が当たるよう、

摘果と並行して、枝つりを早めに行う。

収穫
出荷

収穫
選果
出荷

２月 ﾄﾗｯｸ 2 29 58

コンテナ ・収穫は午前中に行い、果実が傷まな
いよう細心の注意をする。

外ﾌｨﾙﾑ
被覆

10/下 6 8 48

外ﾌｨﾙﾑ
巻上げ

４/上 2 10 20

換気 10～
11月

谷、
ｻｲﾄﾞ
換気
装置

1 4 4

保温
1～2
月

温風
機

1 1 1

・雪害による施設の倒伏に注意する。
・寒害による大玉果のス上がり、結露に
よる浮皮や腐敗に注意する。
・最低気温が極端に下がる時は温風機
を使用し、保温する。

水管
理

かん水
被覆
期間
中

地上
灌水
施設

1 10 10

・成熟期以降のかん水は、浮皮にならな
いよう節水管理とする。
・品質の時期別目標値は摘果の項を参
照。

ﾌｨﾙﾑ
等被
覆管
理

外ﾌｨﾙﾑ
(0.1mm)：
7.0×45m　4本
ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ
(0.1mm)：
2.7×42m　4本

・台風に注意する。
・ハダニが発生しやすいので、発生初期
に防除する。
・ハウス外周へのシートの被覆はｽﾘｯﾌﾟ
ｽ忌避効果がある。
・防鳥対策に努める。

摘果

摘果ノギス

温度
管理

・早期摘果により果実肥大を促進し、果
こう枝の細い下向きの果実を残すよう努
める。
・時期別摘果の目安として、摘果ノギス
を利用する。
・時期別摘果目標値
（原口・宮川早生　単位：mm）
 月/日   M以上  L以下  糖度　酸含量
  7/20    　37 　   44         -       -
      30      40       47       　　8.0    4.00
  8/10      42      50        8.4    3.50
       20      46      54        8.8    3.10
      30      49      58        9.4    2.80
  9/10      52      61        9.9    2.50
　　 20      54      64       10.3    2.10
     30       56      66       10.7    1.70
10/ 10      58      69       11.3    1.40
      20      59      70       11.8     1.30
      30       61      71       12.2    1.10
11/ 10      62      73       12.5    1.00

−  509 −

３－３．技術体系（ハウスみかん：無加温越冬完熟）
（10ａ当たり人、時間）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

使用資材 技術の重要事項
作業
の
種類

栽培技術 作業体系

その他

作業道
排水溝
防風垣
他

１～
12月

1 15 15

計 317.5
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３－４．技術体系（不知火：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

１/上

～

中

ﾄﾗｯｸ 1 15 15

・密植園は間伐を行い、樹冠内部の日当た

りをよくする。

・主枝は支柱を立てて誘引し、先端は切り

返して新梢発生を促す。

土壌改

良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

１/中

～下
ﾄﾗｯｸ 2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・樹勢が低下すると減酸が遅れたり収量が

低下するので土作りを図る。

・土壌改良資材は土壌診断結果に基づい

て施用する。

・２～３年に１回を目標に樹間を軽く中耕す

る。

草刈り

３月

７～９

月

刈払機 1 6 6

稲わら　　1t

除草剤

散布

５～６

月
動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

追肥

追肥

追肥

１/中

３/上

９/上

11/上

運搬車 1 4 4

配合肥料

(N：10%)260kg

・年間の施肥割合

　　基肥（１月）：30%

  　追肥（３月）：30%

  　追肥（９月）：20%

  　追肥（11月）：20%

・施肥量が多すぎると細根が少なくなり、酸

含量の減少が遅れるので注意する。

防除
薬剤散

布

１～

11月
動噴 2 18 36

1回の散布量

　300～500L

・病害虫発生予察情報に注意し適期防除に

努める。

・ウイルスによる樹勢低下を防止するため、

優良苗（M16A苗）を導入する。

・ハウス内では薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。

・農薬の安全使用基準を遵守する。

粗摘果

4/中

 ～

下

1 25 25

仕上げ

摘果

５/下

 ～

６/上

1 15 15

樹上

選果
７/中 1 5 5

枝、玉

つり

６～

９月
1 10 10

・果実肥大促進、品質向上、枝折れ防止を

目的に、摘果と並行して枝つり、玉つりを行

う。

摘果

枝つり

支柱

誘引ひも

草生管

理

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

・早期摘果に重点をおき、果実の肥大促進

に努める。

・結果部位は中～下部を主体とし、上部は

着果制限をして、樹勢維持に努める。

・最終的な着果程度は12～15果/m3 を目

安とする。

技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材
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３－４．技術体系（不知火：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

１/上

～

中

ﾄﾗｯｸ 1 15 15

・密植園は間伐を行い、樹冠内部の日当た

りをよくする。

・主枝は支柱を立てて誘引し、先端は切り

返して新梢発生を促す。

土壌改

良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

１/中

～下
ﾄﾗｯｸ 2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・樹勢が低下すると減酸が遅れたり収量が

低下するので土作りを図る。

・土壌改良資材は土壌診断結果に基づい

て施用する。

・２～３年に１回を目標に樹間を軽く中耕す

る。

草刈り

３月

７～９

月

刈払機 1 6 6

稲わら　　1t

除草剤

散布

５～６

月
動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

追肥

追肥

追肥

１/中

３/上

９/上

11/上

運搬車 1 4 4

配合肥料

(N：10%)260kg

・年間の施肥割合

　　基肥（１月）：30%

  　追肥（３月）：30%

  　追肥（９月）：20%

  　追肥（11月）：20%

・施肥量が多すぎると細根が少なくなり、酸

含量の減少が遅れるので注意する。

防除
薬剤散

布

１～

11月
動噴 2 18 36

1回の散布量

　300～500L

・病害虫発生予察情報に注意し適期防除に

努める。

・ウイルスによる樹勢低下を防止するため、

優良苗（M16A苗）を導入する。

・ハウス内では薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。

・農薬の安全使用基準を遵守する。

粗摘果

4/中

 ～

下

1 25 25

仕上げ

摘果

５/下

 ～

６/上

1 15 15

樹上

選果
７/中 1 5 5

枝、玉

つり

６～

９月
1 10 10

・果実肥大促進、品質向上、枝折れ防止を

目的に、摘果と並行して枝つり、玉つりを行

う。

摘果

枝つり

支柱

誘引ひも

草生管

理

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

・早期摘果に重点をおき、果実の肥大促進

に努める。

・結果部位は中～下部を主体とし、上部は

着果制限をして、樹勢維持に努める。

・最終的な着果程度は12～15果/m3 を目

安とする。

技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材
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３－４．技術体系（不知火：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材

袋かけ

8/中

～

9/上

1 24 24

果実袋サンテ ・日焼け及び鳥害防止のため、部分的に果

実袋をかける

収穫

運搬
12月 2 36 72

選別

出荷

12/中

～

１/上

2 10 20

貯蔵
予措貯

蔵

12/中

～

１/上

1 6 6

コンテナ ・酸含量が高い果実は貯蔵して酸が減少し

てから出荷する。

・入庫量は250kg/ｍ２程度とする。

・貯蔵温度は6～8℃、湿度は85%を目安と

する。

新梢

管理
芽かき

２～

４月
1 4 4

・特に主枝、亜主枝の先端は新梢の発生数

を制限して、樹冠拡大に努める。

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
10/下 6 8 48

内ｶｰﾃﾝ

被覆
10/下 2 8 16

防虫ﾈｯ

ﾄ除去
10/下 2 5 10

内ｶｰﾃﾝ

除去
６/中 2 3 6

防虫ﾈｯ

ﾄ被覆
６/中 2 8 16

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
７/上 2 5 10

・寒害防止および果実肥大促進のため、10

月下旬頃に再被覆する。

・加温前に内ｶｰﾃﾝを設置し、1月下旬より加

温を開始する。

・ｻｲﾄﾞﾋﾞﾆｰﾙ解放後、ｻｲﾄﾞに防虫ﾈｯﾄを張

る。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

内ｶｰﾃﾝ

(0.075mm)：

7.0×42m　4本

3年間使用

防虫ﾈｯﾄ

2.7 ×150m

3年間使用

ﾄﾗｯｸ

運搬車

・果実糖度が13度、酸含量1.2％目安に収

穫する。

・収穫時に凸部分にハサミ傷をつけないよう

注意する。

・ｺﾝﾃﾅの底にﾏｯﾄを敷き、果実は転がさな

いよう注意する。

収穫

出荷

コンテナ
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３－４．技術体系（不知火：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材

保温

10/下

～

１/中

加温

１/下

～

６/上

重油加

温機

換気

10/下

～

６月

換気扇

水管理 灌水
１～

12月

灌水施

設
1 14 14

収穫後 ：100t/10a程度

加温～出蕾 ：20～30t/7日

開花～落弁 ：  5～10t/7日

８月まで   　 ：20～30t/7日

９月以降  　 ：  5～10t/7日

その他

作業道

排水溝

災害対

策

１～

12月

小型

運搬車

ﾄﾗｯｸ

1 15 15

計 459

A重油5.1ｋｌ ・果実の後期肥大および減酸促進、水腐れ

症防止のため10月下旬に再被覆し、減酸

が遅い場合は昼夜温を上げて減酸を促す。

・発芽時：高温管理により発芽を促す。

夜温15℃、昼温28℃

・出蕾後：昼夜温を下げて花を充実させる。

夜温15℃、昼温23～25℃

・加温後開花までの日数が35～40日となる

よう温度で調整する。

夜温18℃、昼温23～25℃

・自然夜温が18℃以上となる6月上旬頃に

加温を停止する。

温度

管理
1 67 67
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３－４．技術体系（不知火：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

技術の重要事項
作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材

保温

10/下

～

１/中

加温

１/下

～

６/上

重油加

温機

換気

10/下

～

６月

換気扇

水管理 灌水
１～

12月

灌水施

設
1 14 14

収穫後 ：100t/10a程度

加温～出蕾 ：20～30t/7日

開花～落弁 ：  5～10t/7日

８月まで   　 ：20～30t/7日

９月以降  　 ：  5～10t/7日

その他

作業道

排水溝

災害対

策

１～

12月

小型

運搬車

ﾄﾗｯｸ

1 15 15

計 459

A重油5.1ｋｌ ・果実の後期肥大および減酸促進、水腐れ

症防止のため10月下旬に再被覆し、減酸

が遅い場合は昼夜温を上げて減酸を促す。

・発芽時：高温管理により発芽を促す。

夜温15℃、昼温28℃

・出蕾後：昼夜温を下げて花を充実させる。

夜温15℃、昼温23～25℃

・加温後開花までの日数が35～40日となる

よう温度で調整する。

夜温18℃、昼温23～25℃

・自然夜温が18℃以上となる6月上旬頃に

加温を停止する。

温度

管理
1 67 67
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３－５．技術体系（不知火：無加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

２～３

月
ﾄﾗｯｸ 1 15 15

・密植園は間伐を行い、樹冠内部の日当た

りをよくする。

・主枝は支柱を立てて誘引し、先端は切り

返して新梢発生を促す。

土壌改

良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

２/上

～中
ﾄﾗｯｸ 2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・樹勢が低下すると減酸が遅れたり収量が

低下するので土作りを図る。

・土壌改良資材は土壌診断結果に基づい

て施用する。

・２～３年に１回を目標に樹間を軽く中耕す

る。

草刈り

４月

６～９

月

刈払機 1 6 6

稲わら　　1t

除草剤

散布
６月 動噴 1 2 2

除草剤

施肥

基肥

追肥

追肥

追肥

２/下

６/上

９/上

11/上

運搬車 1 4 4

配合肥料

(N：10%)260kg

・年間の施肥割合

　　基肥（１月）：30%

  　追肥（３月）：30%

  　追肥（９月）：20%

  　追肥（11月）：20%

・施肥量が多すぎると細根が少なくなり、酸

含量の減少が遅れるので注意する。

防除
薬剤散

布

３～

1２月
動噴 2 15 30

1回の散布量

　300～500L

・病害虫発生予察情報に注意し適期防除に

努める。

・ウイルスによる樹勢低下を防止するため、

優良苗（M16A苗）を導入する。

・ハウス内では薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。

・農薬の安全使用基準を遵守する。

粗摘果
６/中

 ～下
1 25 25

仕上げ

摘果

７/中

 ～下
1 15 15

樹上

選果
８/中 1 5 5

枝、玉

つり

７～

９月
1 10 10

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

草生管

理

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

摘果

枝つり

支柱

誘引ひも

・早期摘果に重点をおき、果実の肥大促進

に努める。

・結果部位は中～下部を主体とし、上部は

着果制限をして、樹勢維持に努める。

・最終的な着果程度は12～15果/m3 を目

安とする。

・果実肥大促進、品質向上、枝折れ防止を

目的に、摘果と並行して枝つり、玉つりを行

う。
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３－５．技術体系（不知火：無加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

袋かけ

8/下

～

9/下

1 24 24

果実袋サンテ ・日焼け及び鳥害防止のため、部分的に果

実袋をかける

収穫

運搬
1月 2 36 72

選別

出荷

1～２

月
2 10 20

貯蔵
予措貯

蔵

1～２

月
1 6 6

コンテナ ・酸含量が高い果実は貯蔵して酸が減少し

てから出荷する。

・入庫量は250kg/ｍ２程度とする。

・貯蔵温度は6～8℃、湿度は85%を目安と

する。

・3月まで貯蔵する場合はﾎﾟﾘまたはPﾌﾟﾗｽ

個装を行う。

新梢

管理
芽かき

３～

５月
1 4 4

・特に主枝、亜主枝の先端は新梢の発生数

を制限して、樹冠拡大に努める。

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
10/下 6 8 48

防虫ﾈｯ

ﾄ除去
10/下 2 5 10

防虫ﾈｯ

ﾄ被覆
７/中 2 6 12

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
７/中 2 5 10

保温

10/下

～

１月

換気

10/下

～

５月

換気扇

再保温
２～

５月

収穫

出荷

ﾄﾗｯｸ

運搬車

コンテナ ・果実糖度が13度、酸含量1.2％目安に収

穫する。

・収穫時に凸部分にハサミ傷をつけないよう

注意する。

・ｺﾝﾃﾅの底にﾏｯﾄを敷き、果実は転がさな

いよう注意する。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

3年間使用

防虫ﾈｯﾄ

2.7 ×150m

3年間使用

・寒害防止および果実肥大促進のため、10

月下旬頃に再被覆する。

・ｻｲﾄﾞﾋﾞﾆｰﾙ解放後、ｻｲﾄﾞに防虫ﾈｯﾄを張

る。

温度

管理
1 20 20

・果実の後期肥大および減酸促進、水腐れ

症防止のため10月下旬に再被覆し、減酸

が遅い場合は昼夜温を上げて減酸を促す。

昼温25～15℃

・発芽時：保温管理により発芽を促す。日中

は高温にならないよう換気に努める。

・果実肥大期：一次落果が終わった頃から

天井被覆を除去するまで、昼温28～30℃と

やや高めにして果実肥大と熟期を促進す

る。

・外気の最低気温が20℃になる6月下旬～

7月上旬に天井被覆を除去する。
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３－５．技術体系（不知火：無加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

袋かけ

8/下

～

9/下

1 24 24

果実袋サンテ ・日焼け及び鳥害防止のため、部分的に果

実袋をかける

収穫

運搬
1月 2 36 72

選別

出荷

1～２

月
2 10 20

貯蔵
予措貯

蔵

1～２

月
1 6 6

コンテナ ・酸含量が高い果実は貯蔵して酸が減少し

てから出荷する。

・入庫量は250kg/ｍ２程度とする。

・貯蔵温度は6～8℃、湿度は85%を目安と

する。

・3月まで貯蔵する場合はﾎﾟﾘまたはPﾌﾟﾗｽ

個装を行う。

新梢

管理
芽かき

３～

５月
1 4 4

・特に主枝、亜主枝の先端は新梢の発生数

を制限して、樹冠拡大に努める。

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
10/下 6 8 48

防虫ﾈｯ

ﾄ除去
10/下 2 5 10

防虫ﾈｯ

ﾄ被覆
７/中 2 6 12

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
７/中 2 5 10

保温

10/下

～

１月

換気

10/下

～

５月

換気扇

再保温
２～

５月

収穫

出荷

ﾄﾗｯｸ

運搬車

コンテナ ・果実糖度が13度、酸含量1.2％目安に収

穫する。

・収穫時に凸部分にハサミ傷をつけないよう

注意する。

・ｺﾝﾃﾅの底にﾏｯﾄを敷き、果実は転がさな

いよう注意する。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

3年間使用

防虫ﾈｯﾄ

2.7 ×150m

3年間使用

・寒害防止および果実肥大促進のため、10

月下旬頃に再被覆する。

・ｻｲﾄﾞﾋﾞﾆｰﾙ解放後、ｻｲﾄﾞに防虫ﾈｯﾄを張

る。

温度

管理
1 20 20

・果実の後期肥大および減酸促進、水腐れ

症防止のため10月下旬に再被覆し、減酸

が遅い場合は昼夜温を上げて減酸を促す。

昼温25～15℃

・発芽時：保温管理により発芽を促す。日中

は高温にならないよう換気に努める。

・果実肥大期：一次落果が終わった頃から

天井被覆を除去するまで、昼温28～30℃と

やや高めにして果実肥大と熟期を促進す

る。

・外気の最低気温が20℃になる6月下旬～

7月上旬に天井被覆を除去する。
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３－５．技術体系（不知火：無加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

水管理 灌水
１～

12月

灌水施

設
1 14 14

収穫後 ：100t/10a程度

加温～出蕾 ：20～30t/7日

開花～落弁 ：  5～10t/7日

８月まで   　 ：20～30t/7日

９月以降  　 ：  5～10t/7日

その他

作業道

排水溝

災害対

策

１～

12月

小型

運搬車

ﾄﾗｯｸ

1 12 12

計 375
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３－６．技術体系（せとか：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

２/上

～中
ﾄﾗｯｸ 1 15 15

・密植園は間伐を行い、樹冠内部の日当た

りをよくする。

・主枝は支柱を立てて誘引し、先端は切り

返して新梢発生を促す。

土壌改

良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

２/上

～下
ﾄﾗｯｸ 2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・樹勢が低下すると減酸が遅れたり収量が

低下するので土作りを図る。

・土壌改良資材は土壌診断結果に基づい

て施用する。

・２～３年に１回を目標に樹間を軽く中耕す

る。

草刈り

３月

６～９

月

刈払機 1 6 6

稲わら　　1t

除草剤

散布

５～６

月
動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

追肥

追肥

追肥

２/中

５/中

８/中

10/中

運搬車 1 8 8

配合肥料

(N：10%)260kg

・年間の施肥割合

　　基肥（２月）：30%

  　追肥（５月）：30%

  　追肥（８月）：20%

  　追肥（1０月）：20%

・施肥量が多すぎると細根が少なくなり、酸

含量の減少が遅れるので注意する。

防除
薬剤散

布

１～

1２月
動噴 2 14 28

1回の散布量

　300～500L

・病害虫発生予察情報に注意し適期防除に

努める。

・ウイルスによる樹勢低下を防止するため、

優良苗を導入する。

・ハウス内では薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。

・農薬の安全使用基準を遵守する。

粗摘果

５/中

 ～

６/上

1 14 14

仕上げ

摘果

６/中

 ～

７/下

1 15 15

樹上

選果

７/下

～

８/中

1 5 5

枝、玉

つり

６～

９月
1 10 10

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

草生管

理

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

摘果

枝つり

支柱

誘引ひも

・早期摘果に重点をおき、果実の肥大促進

に努める。

・結果部位は中～下部を主体とし、上部は

着果制限をして、樹勢維持に努める。

・最終的な着果程度はおおむね12果/m3 を

目安とする。

・果実肥大促進、品質向上、枝折れ防止を

目的に、摘果と並行して枝つり、玉つりを行

う。

・時期別摘果目標値（単位：mm）

　　　満開60日目　80日目　収穫時

 M以上 　20.8～　　32.5～　70～ 75

 L以上　  22.5～　　34.9～　75～ 80

2L以上 　25.3～　　39.7～　80～ 88

3L以上 　26.5～　　41.9～　88～ 95

4L以上　 28.9～　　45.5～　95～102
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３－６．技術体系（せとか：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

間伐

せん定

間伐

整枝

せん定

２/上

～中
ﾄﾗｯｸ 1 15 15

・密植園は間伐を行い、樹冠内部の日当た

りをよくする。

・主枝は支柱を立てて誘引し、先端は切り

返して新梢発生を促す。

土壌改

良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

２/上

～下
ﾄﾗｯｸ 2 5.5 11

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

100kg

・樹勢が低下すると減酸が遅れたり収量が

低下するので土作りを図る。

・土壌改良資材は土壌診断結果に基づい

て施用する。

・２～３年に１回を目標に樹間を軽く中耕す

る。

草刈り

３月

６～９

月

刈払機 1 6 6

稲わら　　1t

除草剤

散布

５～６

月
動噴 2 2 4

除草剤

施肥

基肥

追肥

追肥

追肥

２/中

５/中

８/中

10/中

運搬車 1 8 8

配合肥料

(N：10%)260kg

・年間の施肥割合

　　基肥（２月）：30%

  　追肥（５月）：30%

  　追肥（８月）：20%

  　追肥（1０月）：20%

・施肥量が多すぎると細根が少なくなり、酸

含量の減少が遅れるので注意する。

防除
薬剤散

布

１～

1２月
動噴 2 14 28

1回の散布量

　300～500L

・病害虫発生予察情報に注意し適期防除に

努める。

・ウイルスによる樹勢低下を防止するため、

優良苗を導入する。

・ハウス内では薬害が発生しやすいので、

薬剤の選択、散布時の条件などに十分注

意する。

・農薬の安全使用基準を遵守する。

粗摘果

５/中

 ～

６/上

1 14 14

仕上げ

摘果

６/中

 ～

７/下

1 15 15

樹上

選果

７/下

～

８/中

1 5 5

枝、玉

つり

６～

９月
1 10 10

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

草生管

理

･ 除草剤の使用は夏草雑草発生期にとど

め、雑草草生による地力向上に努める。

･ 使用薬剤、使用方法は県雑草防除基準

による。

摘果

枝つり

支柱

誘引ひも

・早期摘果に重点をおき、果実の肥大促進

に努める。

・結果部位は中～下部を主体とし、上部は

着果制限をして、樹勢維持に努める。

・最終的な着果程度はおおむね12果/m3 を

目安とする。

・果実肥大促進、品質向上、枝折れ防止を

目的に、摘果と並行して枝つり、玉つりを行

う。

・時期別摘果目標値（単位：mm）

　　　満開60日目　80日目　収穫時

 M以上 　20.8～　　32.5～　70～ 75

 L以上　  22.5～　　34.9～　75～ 80

2L以上 　25.3～　　39.7～　80～ 88

3L以上 　26.5～　　41.9～　88～ 95

4L以上　 28.9～　　45.5～　95～102
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３－６．技術体系（せとか：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

袋かけ

8/下

～

9/下

1 24 24

果実袋サンテ ・日焼け及び鳥害防止のため、部分的に果

実袋をかける

収穫

運搬

1/中

～下
2 26 52

選別

出荷

1～２

月
2 8 16

貯蔵
予措貯

蔵

1～２

月
1 4 4

コンテナ ・常温貯蔵で収穫後50日程度、低温貯蔵で

75日程度が限界である。そのため、1～2週

間程度の予措（2～3%減量）を行い、収穫後

1ヶ月以内には出荷することが望ましい。

・入庫量は250～300kg/ｍ２程度とし、貯蔵

庫内が過湿にならないよう注意する。

・長期貯蔵する場合はﾎﾟﾘまたはPﾌﾟﾗｽ個

装を行う。

外ﾌｨﾙﾑ

被覆
10/中 6 8 48

防虫ﾈｯ

ﾄ除去
10/中 2 5 10

内ｶｰﾃﾝ

被覆
１/上 2 8 16

内ｶｰﾃﾝ

除去
５/上 2 3 6

防虫ﾈｯ

ﾄ被覆
７/下 2 8 16

外ﾌｨﾙﾑ

巻上げ
７/下 2 5 10

収穫

出荷

ﾄﾗｯｸ

運搬車

コンテナ ・果実糖度が12.5度、酸含量1.3％目安に収

穫する。なお、低糖度、高酸の場合は、収穫

を遅らせて樹上完熟を図る。ただし、着花不

良を避けるため、収穫後から発芽するまで

40日程度を確保する。

・収穫時にハサミ傷をつけないよう注意す

る。

・ｺﾝﾃﾅの底にﾏｯﾄを敷き、果実はていねい

に取り扱う。

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

外ﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

7.0×45m　4本

ｻｲﾄﾞﾌｨﾙﾑ

(0.1mm)：

2.7×42m　4本

内ｶｰﾃﾝ

(0.075mm)：

7.0×42m　4本

3年間使用

防虫ﾈｯﾄ

2.7 ×150m

3年間使用

・寒害防止および果実肥大促進のため、10

月中旬頃に再被覆する。

・加温前に内ｶｰﾃﾝを設置し、２月中旬より

加温を開始する。

・ｻｲﾄﾞﾋﾞﾆｰﾙ解放後、ｻｲﾄﾞに防虫ﾈｯﾄを張

る。



−  518 −

３－６．技術体系（せとか：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

保温

10/中

～

１/上

加温

２/上

～

６月

換気

10/下

～

６月

換気扇

水管理 灌水
１～

12月

灌水施

設
1 17 17

収穫後 ：100t/10a程度

加温～出蕾 ：20～30t/7日

開花～落弁 ：  5～10t/7日

8月まで    　  ：20～30t/7日

9月以降  　  ：  5～10t/7日

その他

作業道

排水溝

災害対

策

１～

12月

小型

運搬車

ﾄﾗｯｸ

1 15 15

計 410

温度

管理
1 60 60

A重油5.1ｋｌ ・果実の後期肥大および減酸促進、水腐れ

症防止のため10月中旬に再被覆し、減酸

が遅い場合は昼夜温を上げて減酸を促す。

・発芽時：高温管理により発芽を促す。夜温

10℃、昼温23℃

・出蕾後：昼夜温を下げて花を充実させる。

夜温15℃、昼温23℃

・加温後開花までの日数が40～45日となる

よう温度で調整する。満開後は10日に1℃

昇温し、最高30℃で維持する。特果形を良

好に保つため、開花期前後は温度較差を大

きくしない。夜温15～16℃、昼温23～30℃

・自然夜温が18℃以上となる6月上旬頃に

加温を停止する。
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３－６．技術体系（せとか：加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

保温

10/中

～

１/上

加温

２/上

～

６月

換気

10/下

～

６月

換気扇

水管理 灌水
１～

12月

灌水施

設
1 17 17

収穫後 ：100t/10a程度

加温～出蕾 ：20～30t/7日

開花～落弁 ：  5～10t/7日

8月まで    　  ：20～30t/7日

9月以降  　  ：  5～10t/7日

その他

作業道

排水溝

災害対

策

１～

12月

小型

運搬車

ﾄﾗｯｸ

1 15 15

計 410

温度

管理
1 60 60

A重油5.1ｋｌ ・果実の後期肥大および減酸促進、水腐れ

症防止のため10月中旬に再被覆し、減酸

が遅い場合は昼夜温を上げて減酸を促す。

・発芽時：高温管理により発芽を促す。夜温

10℃、昼温23℃

・出蕾後：昼夜温を下げて花を充実させる。

夜温15℃、昼温23℃

・加温後開花までの日数が40～45日となる

よう温度で調整する。満開後は10日に1℃

昇温し、最高30℃で維持する。特果形を良

好に保つため、開花期前後は温度較差を大

きくしない。夜温15～16℃、昼温23～30℃

・自然夜温が18℃以上となる6月上旬頃に

加温を停止する。
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４．品目の作付体系

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ハウスみかん

（6月出荷型）

　↓

　　　摘果

↓

枝つり
摘果

節水

　 高温管理

☆ ■◆■◆

 ↑

夏季せん定

施肥

　 土壌改良

 ∪
　　施肥

∩⇒↑ ※

ハウスみかん

（ｸﾞﾘｰﾝﾊｳｽ）

⇒↑ 　※　↓ 　　↓

　　　摘果 　　枝つり
摘果

節水

　 高温管理

■◆■◆

　　　施肥

 ∪↑

夏季せん定

　土壌改良

　　　　∩

施肥

ハウスみかん

（無加温越冬完熟）
■◆

土壌

■　　◆

改良 春肥

　

∪↑

せん定

※　↓

　　夏肥

　↓

　　摘果 マルチ被 覆・摘果

☆

摘果

∩

不知火

（加温）

　　　⇒

土壌改良

施肥

　　せん定

↑ 　　※

施肥

　↓

　　　　摘果

↓

　　　摘果 枝つり

∪

　　摘果 施肥

☆∩ 　

施肥

■◆■◆

不知火

（無加温）
■■

　

◆　　◆

　土壌改良

　 施肥

　

　　　↑

せん定

　※ ↓ ↓

　摘果

    施肥

　　　　U

枝つり

　　　摘果

　

施肥

☆∩

　　施肥

せとか

（加温）

■■

　

⇒

◆　　◆

土壌改良

施肥　せん定

↑
 ※　　↓

 　　　↓

　　施肥

　　　摘果
摘果枝つり

　　U

　　摘果 施肥

☆∩

施肥

注）生育ステージ記号　↑：発芽　※：開花　↓：生理落果　☆：着色始め　■：収穫　◆：出荷　

∩∪：ビニール被覆・除去　⇒：加温開始
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５
．
作
業
別
・
旬
別
労
働
時
間
（
1
0
ａ
当
た
り
時
間
）

１
）
ハ
ウ
ス
み
か
ん
（
６
月
出
荷
型
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

1
6
1
6

3
2

土
壌
改
良

2
6

4
4

4
2
0

草
生
管
理

1
1

1
1

1
5

施
肥

2
2

4

防
除

2
2

2
2

2
2

2
2

2
3

2
2

2
2

2
3

2
3

3
2

4
4

摘
果

1
5
1
0

1
5
1
0

5
0

枝
つ
り

5
1
0
1
0
1
0

5
5

4
5

収
穫
出
荷

9
0
9
0

1
8
0

被
覆
・
除
去

2
2

2
0

4
8
1
6

1
0
6

温
度
管
理

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
2

2
2

2
1

1
1

1
4

4
3

3
3

6
2

水
管
理

1
1

1
1

1
1

1
1

4
4

1
1

1
1

2
0

そ
の
他

2
2

1
2

2
1

2
2

1
2

2
1

2
0 0

計
6

6
2
1
1
9
1
4
1
7
2
8
1
8

8
6

4
4

5
4

4
2
7
9
3
9
3
1
9
1
8

6
2
5

4
1

4
5

3
6

9
8
5
4
2
9

6
6

4
4

月
計

２
）
ハ
ウ
ス
み
か
ん
（
グ
リ
ー
ン
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

1
6
1
6

3
2

土
壌
改
良

8
8

4
2
0

草
生
管
理

1
1

1
1

1
5

施
肥

2
2

4

防
除

2
2

2
2

3
2

2
3

2
2

3
2

3
3
0

摘
果

1
5
1
0

1
5
1
0

5
0

枝
つ
り

5
1
0
1
0
1
0

5
5

4
5

収
穫
出
荷

2
0
8
0
6
0

1
6
0

被
覆
・
除
去

1
6

2
2

2
0

4
8

1
0
6

温
度
管
理

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
2

2
2

2
1

4
2

水
管
理

1
1

1
1

1
1

4
4

2
1
6

そ
の
他

2
2

1
2

2
1

2
2

1
2

2
1

2
0 0

計
2
0

3
4

5
3

7
3

5
1
9
2
1
1
7
2
7
2
2

9
7

7
2
7

1
0

0
2
2
8
3
6
4
2
1
4
4

7
1
1

8
4

1
2

2
1

2
3
4
8

月
計

３
）
ハ
ウ
ス
み
か
ん
（
無
加
温
越
冬
完
熟
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

8
8

1
6

土
壌
改
良

1
0
1
0

2
0

草
生
管
理

2
2

2
1

1
8

マ
ル
チ
管
理

6
0
.5

1
7
.5

施
肥

1
1

2

防
除

2
2

2
4

4
4

4
4

2
4

2
2

2
3
8

摘
果

1
0

5
5

1
0

5
5

4
0

枝
つ
り

5
1
0

5
1
0

3
0

収
穫
出
荷

4
8
1
0

5
8

被
覆
・
除
去

2
0

4
8

6
8

温
度
管
理

0
.5
0
.5

1
1

1
1

5

水
管
理

4
4

1
1

1
0

そ
の
他

2
2

2
2

1
2

2
2

1
5

計
0

0
2
.5
0
.5

4
8
2
0
1
4

7
1
0
3
4

2
1

5
6

6
4

0
1
6

9
0
.5

4
3

5
1
7
1
5

7
1
2
1
2

0
5
1

1
3

1
1

0
0

月
計

9
1
0

1
1

1
2

5
6

7
8

5
8
8

4
3

3
0

1
2

2
3

8
9

1
4

1
3

2
1
3

1
2

3
3

5
0

5
4

1
4

3
4

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

1
3

5
5
3

1
0

1
1

1
2

5
3
0

2
7

1
5

2
7

6
5

3
8

3
5

2
2

1
6
8

6
2

5
6

7
8

1
2

3
4

9

3
1
7
.5

2
.5

6
8
.5

3
1

3
7

1
1
7

2
0

1
3
.5

2
5

3
4

6
3

5
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５
．
作
業
別
・
旬
別
労
働
時
間
（
1
0
ａ
当
た
り
時
間
）

１
）
ハ
ウ
ス
み
か
ん
（
６
月
出
荷
型
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

1
6
1
6

3
2

土
壌
改
良

2
6

4
4

4
2
0

草
生
管
理

1
1

1
1

1
5

施
肥

2
2

4

防
除

2
2

2
2

2
2

2
2

2
3

2
2

2
2

2
3

2
3

3
2

4
4

摘
果

1
5
1
0

1
5
1
0

5
0

枝
つ
り

5
1
0
1
0
1
0

5
5

4
5

収
穫
出
荷

9
0
9
0

1
8
0

被
覆
・
除
去

2
2

2
0

4
8
1
6

1
0
6

温
度
管
理

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
2

2
2

2
1

1
1

1
4

4
3

3
3

6
2

水
管
理

1
1

1
1

1
1

1
1

4
4

1
1

1
1

2
0

そ
の
他

2
2

1
2

2
1

2
2

1
2

2
1

2
0 0

計
6

6
2
1
1
9
1
4
1
7
2
8
1
8

8
6

4
4

5
4

4
2
7
9
3
9
3
1
9
1
8

6
2
5

4
1

4
5

3
6

9
8
5
4
2
9

6
6

4
4

月
計

２
）
ハ
ウ
ス
み
か
ん
（
グ
リ
ー
ン
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

1
6
1
6

3
2

土
壌
改
良

8
8

4
2
0

草
生
管
理

1
1

1
1

1
5

施
肥

2
2

4

防
除

2
2

2
2

3
2

2
3

2
2

3
2

3
3
0

摘
果

1
5
1
0

1
5
1
0

5
0

枝
つ
り

5
1
0
1
0
1
0

5
5

4
5

収
穫
出
荷

2
0
8
0
6
0

1
6
0

被
覆
・
除
去

1
6

2
2

2
0

4
8

1
0
6

温
度
管
理

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
2

2
2

2
1

4
2

水
管
理

1
1

1
1

1
1

4
4

2
1
6

そ
の
他

2
2

1
2

2
1

2
2

1
2

2
1

2
0 0

計
2
0

3
4

5
3

7
3

5
1
9
2
1
1
7
2
7
2
2

9
7

7
2
7

1
0

0
2
2
8
3
6
4
2
1
4
4

7
1
1

8
4

1
2

2
1

2
3
4
8

月
計

３
）
ハ
ウ
ス
み
か
ん
（
無
加
温
越
冬
完
熟
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

8
8

1
6

土
壌
改
良

1
0
1
0

2
0

草
生
管
理

2
2

2
1

1
8

マ
ル
チ
管
理

6
0
.5

1
7
.5

施
肥

1
1

2

防
除

2
2

2
4

4
4

4
4

2
4

2
2

2
3
8

摘
果

1
0

5
5

1
0

5
5

4
0

枝
つ
り

5
1
0

5
1
0

3
0

収
穫
出
荷

4
8
1
0

5
8

被
覆
・
除
去

2
0

4
8

6
8

温
度
管
理

0
.5
0
.5

1
1

1
1

5

水
管
理

4
4

1
1

1
0

そ
の
他

2
2

2
2

1
2

2
2

1
5

計
0

0
2
.5
0
.5

4
8
2
0
1
4

7
1
0
3
4

2
1

5
6

6
4

0
1
6

9
0
.5

4
3

5
1
7
1
5

7
1
2
1
2

0
5
1

1
3

1
1

0
0

月
計

9
1
0

1
1

1
2

5
6

7
8

5
8
8

4
3

3
0

1
2

2
3

8
9

1
4

1
3

2
1
3

1
2

3
3

5
0

5
4

1
4

3
4

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

1
3

5
5
3

1
0

1
1

1
2

5
3
0

2
7

1
5

2
7

6
5

3
8

3
5

2
2

1
6
8

6
2

5
6

7
8

1
2

3
4

9

3
1
7
.5

2
.5

6
8
.5

3
1

3
7

1
1
7

2
0

1
3
.5

2
5

3
4

6
3

5

−  521 −

４
）
不
知
火
（
加
温
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

8
7

1
5

土
壌
改
良

6
5

1
1

草
生
管
理

1
2

2
2

2
1

1
0

施
肥

1
1

1
1

4

防
除

3
2

2
2

3
2

2
2

3
2

2
2

3
2

2
2

3
6

摘
果

1
5
1
0

1
0

5
5

4
5

枝
つ
り
・
袋
か
け

3
3

2
8
1
0

8
3
4

収
穫
貯
蔵
出
荷

1
1

3
5
4
2
1
0

9
8

芽
か
き

2
1

1
4

被
覆
、
除
去

2
2

1
0

7
4

1
0
6

温
度
管
理

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
2

2
2

2
1

4
4

4
4

3
3

3
6
7

水
管
理

1
1

1
1

1
1

1
1

1
2

1
1

1
1
4

そ
の
他

2
2

1
2

2
1

2
2

1
1
5 0 0

計
2
3
2
1

9
4

4
6

5
6

3
3
2
0
1
4

7
2
1
5
1
3
2
9

4
1
6
1
0

4
6

8
1
3
1
5

2
3

2
0
7
9

5
4

7
3
8
4
5
1
4

月
計

５
）
不
知
火
（
無
加
温
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

8
7

1
5

土
壌
改
良

6
5

1
1

草
生
管
理

2
2

2
1

1
8

施
肥

1
1

1
1

4

防
除

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
3
0

摘
果

1
5
1
0

1
0

5
5

4
5

枝
つ
り
・
袋
か
け

3
3

1
0

8
8

2
3
4

収
穫
貯
蔵
出
荷

3
5
4
2
1
0
1
1

9
8

芽
か
き

2
1

1
4

被
覆
、
除
去

2
2

5
8

8
0

温
度
管
理

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

2
0

水
管
理

2
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1
4

そ
の
他

2
2

1
2

2
1

2
1
2 0

計
1
3
6
4
3
1
7
1
7
1
0
1
2

4
3

6
2

1
5

2
1

5
1
8
1
4

5
3
3
1
1

8
8
1
2
1
1
1
1

7
0

0
5
9

2
1

3
3

1
3

月
計

６
）
せ
と
か
（
加
温
）

品
目
・
作
業
／
月
・
旬

計

間
伐
せ
ん
定

1
0

5
1
5

土
壌
改
良

3
3

5
1
1

草
生
管
理

2
2

2
1

1
1

1
1
0

施
肥

2
2

2
2

8

防
除

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
8

摘
果

・
枝

つ
り

・
袋

か
け

6
4

4
6

5
3

3
3

4
4

9
8

6
3

6
8

収
穫
出
荷
貯
蔵

3
0
4
0

1
1

7
2

被
覆
・
除
去

1
6

6
2
6

5
8

1
0
6

温
度
管
理

2
2

6
4

4
4

4
4

4
3

2
2

1
1

1
2

2
2

2
2

2
2

2
6
0

水
管
理

2
2

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1
7

そ
の
他

3
2

1
1

1
1

1
1

2
1

1
1
5

計
2
0
3
0
4
2
1
8
2
0
1
0

6
5

8
5

6
6
1
0
1
0
1
0

9
1
2

9
5

6
3
3

5
1
0
1
1
1
1

9
6

0
6
2

2
2

2
2

4
2

2

月
計

６
．
総
労
働
時
間

計

総
労
働
時
間

7
0
9
6
1
2
2
6
4
1
0
6
7
0
6
8
4
5
5
1
7
5
5
1
5
3
5
4
3
3
4
3
6
5
1
7
9
1
3
7
5
4
6
8
8
0
1
3
0
9
9
7
5
1
0
0
4
1
4
2
2
8
7
5
2
0
0
6
6
4
1
2
0
5
4
5
5
7
1
2
,6
8
0

う
ち
家
族
労
働

7
0
9
6
1
2
2
6
4
1
0
6
7
0
6
8
4
5
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